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鉛直アレー地震観測による奈良盆地北部の地盤構造

Subsurface structure in the northern part of Nara basin estimated with a seismic vertical
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奈良盆地北部・平城宮跡地の鉛直アレー(GL 0m、- 2 0 m、- 4 2 m、- 1 0 0 m )地震観測記録のS波水平動成分の地表/地
中スペクトル比およびr a d i a l成分/上下動成分のスペクトル比から、土質地盤のS波の伝播速度と減衰構造をH a s k e l l
法を用いてフォワード的に推定した。Q値は、Qs=Qo * Vs**m * f**n、(m=1, 2, 3; n=0, 0.5, 1；fは周波数)として特
に周波数依存性を検討した。その結果V s (地表～地盤最深部= 3 5 0～8 0 0 m / s：基盤岩深度6 0 0 m )は大阪盆地の同時代
の地層の値と整合する。Qsとして(Qo, m, n)=(2**-8, 3, 1; Vs in m/s)が最適であった。

1. はじめに:奈良国立文化財研究所は平城宮第一次大極殿を平城宮跡地に復原する計画を進めており, その耐震設
計資料を得るために鉛直アレー(GL 0m,-20m,-42m,-100m; 各点共1秒速度計3成分)による地震観測が行われている
(1)．得られた記録のS波部分のスペクトル解析により速度と減衰の構造をモデル化した．

2. 付近の地質構造:平城宮跡地は奈良盆地の北端に位置する. 完新世沖積層と更新世前期の大阪層群下部および新
第三紀鮮新世の大阪層群最下部などの未固結層が, 新第三紀中新世の堆積岩である二上層群や中世代白亜紀の領家
複合岩類などの基盤岩の上に厚く堆積している. 建設予定地でのボーリング調査では沖積層の厚さは約40m, また
東約1kmの法華寺での温泉ボーリングでは, 大阪層群下部層と同最下部層の厚さはそれぞれ約280m, 基盤岩(二上層
群)の深度は約600mである(2).

3. 記録と解析:解析に用いた地震記録は1 9 9 7年3月から1 9 9 8年5月に収録された主に地殻内地震3 4個( M : 3 . 4 - 6 . 1 )で
ある。最大速度振幅は677-13mkineであり, 奈良地方気象台における震度3の地震3個を含む.

S波水平動成分の地表/地中スペクトル比( H o / H - ) (解析区間長: 5s, 20s)には, 震動モードの地中振幅分布の節に
対応して, シャープなピークがほぼ奇数倍の周波数に現れている. ただし高次モードのピーク周波数F pは基本モー
ドの Fp(0/-20m, 0/-42m, 0/-100mで, 4.38, 2.50, 1.49Hz)の奇数倍より系統的に少し小さく, 地表面付近ほど伝播速度
の小さいことを示している. Ho/H-のピークの平均振幅は, 全ての深さ, モード数で 5-8 である. 

r a d i a l成分/上下動成分のスペクトル比 ( H / V ) (解析区間長:20s, 40s)には全ての深さの観測点で0 . 3 - 0 . 4 H zに顕著
なピークがあり, 深い基盤構造による震動モードを反映している. しかしH/Vの形状は盆地境界3D構造のため, 入射
方位や基盤岩における入射角, 特に基盤岩におけるS波の臨界角(arcsin(Vs/Vp))との大小関係に依存して変化する.

H o / H -およびH / VのF pから観測点間および基盤岩までの平均S波速度を, Ho/H-の平均振幅から観測点間のS波
のQ値をHaskell法によりフォワード的に推定した. なおQ値は, Qs=Qo * Vs**m * f**n (m=1, 2, 3; n=0, 0.5, 1; fは周波
数)として値の範囲, 特に周波数依存性を検討した. 

4. 結果: 得られたV s (地表-地盤最深部= 3 5 0 - 8 0 0 m / s )は大阪盆地の同時代の地層の値と整合する. Qsとして(Qo, m,
n)=(2**-8, 3, 1; Vs in m/s)が最適であった(観測値の1標準偏差はQo中央値の1/2, 2倍に対応する. モデル化したVsと
Q sは以下のとおりである:/No, depth(m), Vs(m/s), Qs/1, 0-20, 350, 0.86f/2, 20-42, 510, 2.7f/3, 42-100, 560, 3.5f/4,
100-600, 800, (10f)/.
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